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１ .まえがき  

筆者らは これまで 室内試験 により底 泥土の固 化処理強 度に及ぼ す含水比 と粒

度の影響を調べ，これらを考慮した強度管理法を提案してきた 1 ) ,  2 )．本稿では，

実 際の 池 に 堆積 し た 含水 比 と粒 度 が 変化 す る 底泥 土 を 用い て 実 施工 レ ベ ルの 固

化 処理 試 験 を実 施 し ，提 案 した 含 水 比と 粒 度 を考 慮 し た強 度 管 理法 の 適 用性 を

確認した結果について報告する．   

 

２．固化材添加量の決定 

固化処理底泥土の強度に及ぼす粒度

と含水比の影響については文献 1)を参

照して欲しい．  

池内から採取した底泥土（ FC,wT）に

対する固化材添加量ΔMCの決定は，図１

に示す概念図 (qu) I S 1 0～ ΔMC～ w関係を用

いて行う．  

採取した底泥土の含水比 wT と粗粒子

分を除いた換算含水比 w との関係式  

w=(FC O/FC)･wT      (1) 

と，底泥土（ w ,Fc）の一軸圧縮強さ qu I S 1 0

を基本底泥土（ wO,FcO）の一軸圧縮強

さ qu I S 1 0 に変換する関係式  

 (qu) I S 1 0(FC O,w)=a･(w /wO)b       (2) 

(qu) I S 1 0(FC,  wO)=c･(FC/FC O)d   (3) 

さらに，一軸圧縮強さ qu I S 1 0と固化材添

加量ΔMCの関係式  

ΔMC=AO+BO･(qu) I S 1 0    (4)  

を使って  

ΔMC =AO+BO･a･(w’ /  wO)－ b･(FC/FC O)－ d  

のように得られる．この変換の経路は図

１では a→ a’→ c’→Δ Mc’のように表さ

れる．  

また実際の施工においては現場 /室内

強 度 比 α F L （ こ れ ま で の 実 績 か ら α

F L=1/1.5）により強度割増しをした配合

強度 (qu) I S*/α F Lを考える必要がある．  
 

図１  (q u ) I S 1 0～ w～Δ M C 関係の概念図

図２  固化ピット P1－１の強度発現特性  



３．含水比と粒度を考慮した強度管理法 

著者らが提案してきた含水比と粒度

を考慮した強度管理法の適用性を実施

工レベルで確認するために，孫沢ダム

（宮城県）で現場実証試験を実施した． 

固化材添加量を決定するための目標

強度は砕 ･転圧盛土工法における砕 ･転

圧土状態での値 (qu)C C*（ =146kN/m2）に

より設定したため，初期固化状態での目

標強度 (qu) I S*は粒度 FC により異なるの

で注意してほしい．  

固化ピット P1（ピットを午前･午後に

分けて実施したので P1－ 1 と P1－ 2 と

表示）において初期固化した底泥土の約

1 ヶ月間における強度発現特性を確認

するために，採取した初期固化土供試体

の一軸圧縮試験を実施した．  
図２に固化ピット P1－ 1（ FC 1=63.8%）

から採取した初期固化土供試体の一軸

圧縮強さ (qu) I S と養生日数 t=tS の関係を

示す．これらの図には，目標強度範囲と

して (qu) I S*と αF L により強度割増しをし

た (qu) I S*/αF L を示してある．なお，(qu) I S*

は FC により強度低下比 R3 の値が異な

るため，(qu) I S*=(qu)C C*/R3 から求めてい

る．これらの図から (qu) I S は養生期間と

ともに増加してゆくが， t=tS=10 日付近

まで急増してゆき，それ以降の増加傾向

は鈍化してくることがわかる．また，

t=tS=10 日 の 強 度 (qu) I S 1 0 は 目 標 と す る

(qu) I S*～ (qu) I S*/αF L の範囲にほぼ入って

いることがわかる．  

次に，固化ピット P1－ 1 と P1－ 2 の

(qu) I S 1 0 と，固化ピット P2（ FC 2=39.6％）

と P3（ FC 3=30.3%）における t=tS=10 日

目  での強度 (qu) I S 1 0 と FC に対してプロ

ットした関係を図３に示す（○印は平均

値を，上・下に伸びた縦線は最大・最小

値範囲を示す）．図には FC により変化す

る目標強度の範囲 (qu) I S*～ (qu) I S*/αF L を  

 

曲線で示してある．図から，粗粒分が多

い底泥土からなる初期固化土の方が強

度のバラツキ範囲が大きい傾向を示し

ているが，どの固化ピットでも目標強度

にほぼ入っており，FC O=86.6%を基準に

し て FC≒ 60～ 30%まで の 範 囲で 変 化 す

る底泥土であっても所定の強度範囲に

初期固化できたことを示している．  
 

§５．あとがき 

本稿では，提案した FCと wの影響を考

慮した強度管理法を適用して，粒度の異

なる底泥土を砕･転圧土での目標強度を

一定とした現場固化試験を実施し，提案

法の適用性を確認した．試験で得られた

固化土の強度は底泥土の粒度によらず

目標強度範囲 (qu)C C*～ (qu)C C*/α F Lにあ

ることがわかり，提案法の適用性を実施

工レベルで実証できた．   
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図３  固化ピット別の (q u ) I S 1 0 と FC 関係  

 


